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ひとり親家庭への支援に関するニーズ調査の結果 

 

（１）調査の概要 

期    間   令和元年８月～９月 

調 査 方 法   児童扶養手当の現況届出時に調査票を母子家庭及び父子家庭毎に無

作為に配布し、後日郵送での提出を依頼 

配  布  数   2,000部 （母子家庭＝1,800部  父子家庭＝200部） 

配 布 範 囲   政令指定都市（千葉市）、中核市（船橋市、柏市）を除く県内市町村 

有効回答数     598件 （母子家庭＝  550件  父子家庭＝ 48件） 

 

（２）調査結果 

問１及び問２は、基礎項目調査（お住まいの市町村、母子家庭・父子家庭の区分）のため、省略

しています。 

 

 

問３ あなたの令和元年 8月１日現在の年齢をお答えください。（ｎ＝550）（ｎ＝48） 

 

 

 

 

母子家庭の母、父子家庭の父とも 40～50歳代の年齢層が一番多くなっています。 

 

 

 

 

20歳未満

0.00%

20-30歳

8.91%

30-40歳

34.73%

40-50歳

48.00%

50-60歳

8.18%

60歳以上

0.00%

無回答

0.18%

母子家庭の親の年齢層

20歳未満
0.00%

20-30歳
0.00%

30-40歳
18.75%

40-50歳
45.83%

50-60歳
22.92%

60歳以上
10.42%

無回答
2.08%

父子家庭の親の年齢層

資料２ 
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問４ ひとり親になった理由は何ですか。（ｎ＝550）（ｎ＝48） 

 

ひとり親になった理由としては、母子家庭、父子家庭とも離婚が圧倒的に高くなっており、次に

高いのが、母子家庭では未婚、父子家庭では死別となっています。 

 

 

問５ ひとり親になったのはいつですか。離婚の方は離婚の日、死別の方は相手の方が亡くなった

日、未婚の方は初めのお子さんが生まれた日をもってお答えください。（ｎ＝550）（ｎ＝48） 

 

令和元年８月１日時点での経過年数を「２年以内」「３～５年」「６～９年」「１０年以上」の期間

ごとに集計した結果、母子家庭、父子家庭ともに４つの区分に大きな割合の違いはなく、比較的均

等となっています。 

 

※ニーズ調査では、〝年月"までの回答を求めていたため、月の初日がひとり親になった日と仮定して集計してい

ます。また、ひとり親になった離婚〝年″までの回答で〝月″が無回答であった場合は、その年の 7 月 1 日がひ

とり親になった日と仮定して集計しています。 

離婚
89.45%

死別
1.09%

未婚
8.91%

その他
0.18%

無回答
0.36%

母子家庭になった理由別の割合

離婚
93.48%

死別
6.52%

未婚
0.00%

父子家庭になった理由別の割合

2年以内

24.91%

3～5年

19.45%
6～9年

23.09%

10年以上

27.64%

無回答

4.91%

母子家庭になってからの経過年数

2年以内

22.92%

3～5年

18.75%6～9年

29.17%

10年以上

20.83%

無回答

8.33%

父子家庭になってからの経過年数
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問６ お子さん以外で現在同居している方はいますか。（複数回答可）（ｎ＝550）（ｎ＝48） 

 

 
 

 

 

いない

60.55%

いる

39.09%

無回答

0.36%

母子世帯における他の世帯員の有無

いない
52.08%

いる
45.83%

無回答
2.08%

父子世帯における他の世帯員の有無

いない
66.96%

いる
33.04%

ひとり親家庭における他の世帯員の有無

（東葛地域）

(n=230)

いない
43.97%いる

54.31%

無回答
1.72%

ひとり親家庭における他の世帯の有無

（香取・海匝・安房地区）

(n=116)
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親子以外の世帯員と同居している割合は、母子家庭では 39.09％、父子家庭では 45.83％となって

います。 

また、都市部である東葛地域と、地方の香取・海匝・安房郡市とを比較してみると、東葛地域で

他の世帯員と同居していない割合が同居している世帯を上回っているのに対し、香取・海匝・安房

地域ではその逆に、同居している世帯の方が高くなっています。 

 

同居している世帯員で圧倒的に多いのは父母（子どもにとっての祖父母）で、実家住まいが多い

ものと思われます。 

一般的に経済的困窮度が母子家庭よりも低い父子家庭の方が、他世帯員との同居の割合が高くな

っています。 

 
※香取・海匝・安房郡市を地方として集計対象としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

93.49%

9.77%

20.00%

2.79%

0.00%

50.00%

27.27%

9.09%

4.55%

0.00%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父母

祖父母

兄弟姉妹

親類

その他

他の世帯員がいるひとり親家庭の状況

母子家庭

父子家庭

(n=215)(n= 22)
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問７ 現在の住居の状況についてお答えください。（ｎ＝550）（ｎ＝48） 

 

 

 

母子家庭では、公営・民間合わせた賃貸住宅に住んでいる世帯の割合が 42.91％と一番高く、そ

の次に実家での同居が 31.82％で高くなっています。 

父子家庭では、持家に住んでいる世帯の割合が 43.75％で一番高くなっています。 

「その他」の内容としては主に、親をはじめとする親類名義や、元夫名義の持家で居住している

方が該当します。 

 

 

問８-(1)  生活保護の受給状況についてお答えください。（ｎ＝550）（ｎ＝48） 

 

 

受給者の割合は母子家庭 3.27％、父子家庭 3.30％にとどまっています。 

 

15.27%

9.09%

33.82%

31.82%

0.73%

8.55%

43.75%

6.25%

25.00%

14.58%

2.08%

6.25%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

持家（自分名義)

公営賃貸住宅

民間賃貸住宅

実家での同居

社宅・社員寮

その他

ひとり親家庭における住居の状況

母子家庭

父子家庭

受給している

3.30%

受給してい

ない

93.41%

無回答

3.30%

父子家庭における生活保護の受

給状況
受給している

3.27%

受給して

いない

96.36%

無回答

0.36%

母子家庭における生活保護の受給状

況
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問８-(2)  児童扶養手当の受給状況についてお答えください。（ｎ＝550）（ｎ＝48） 

 

 

 

児童扶養手当の受給割合は、母子家庭 87.82％、父子家庭 83.33％と高い割合になっています。 

 

問９-(1)  現在、お仕事をされているかどうかについてお答えください。また、お仕事をされて

いる方は、いくつのお仕事をされているかその数もお答えください。（ｎ＝550）（ｎ＝48） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受給している

87.82%

受給して

いない

11.09%

未回答

1.09%

母子家庭における児童扶養手当の

受給状況

受給している

83.33%

受給して

いない

14.58%

未回答

2.08%

父子家庭における児童扶養手

当の受給状況

仕事をしている

89.58%

仕事をして

いない

8.33%

無回答

2.08%

父子家庭の親の就業状況

仕事をしている

90.91%

仕事をし

ていない

8.91%

無回答

0.18%

母子家庭の親の就業状況

一つ

72.09%
二つ

11.63%

三つ以上

2.33%

仕事数無回答

13.95%

就業している父子家庭の親の

仕事の数

一つ

83.20%

二つ

7.40%

三つ以上

2.00%

仕事数無回答

7.40%

就業している母子家庭の親

の仕事の数
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母子家庭の 90.91％、父子家庭の 89.58％は仕事をしており、いずれも就業率は高くなっています。 

仕事を複数行っている方は、母子家庭の母で 13.96％ 父子家庭の父で 9.4％となっています。 

母子家庭の母の方が複数の仕事をする方の割合が高いのは、次の問９－（２）の結果にもあるよ

うに、一般的に労働単価が低く労働時間が短いパート・アルバイト等の非正規雇用の人の割合が高

いため、生計を維持するための必要性からと思われます。 

 

 

問９-(2)  問 9-(1) で「仕事をしている」と答えた方にお聞きします。現在の仕事上の地位は次

のうちどれですか。（複数のお仕事をされている方でそれぞれの職で地位が異なる方は、当ては

まるもの全てを選択してください。)  （ｎ＝500）（ｎ＝43） 

 

 

 

母子家庭の母は、パート・アルバイト等の割合が父子家庭の父よりも高く、父子家庭の父は、自

営業主である割合が母子家庭の母より高くなっています。 

 

 

 

 

45.00%

44.80%

3.40%

0.80%

3.60%

0.40%

4.00%

1.00%

41.86%

23.26%

6.98%

2.33%

27.91%

6.98%

0.00%

0.00%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

正社員等

パート・アルバイト等

派遣社員

会社の役員

自営業主

自営業の手伝い

その他

無回答

就業しているひとり親の仕事上の地位

母子家庭

父子家庭
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問９-(3)  問 9-(1) で「仕事をしている」と答えた方にお聞きします。現在転職を考えています

か。（ｎ＝500）（ｎ＝43） 

 

 

母子家庭の母、父子家庭の父とも「転職は考えていない」の割合が「転職を考えている」を上回

っていますが、「転職を考えている」割合だけで見ると、母子世帯の母は父子世帯の父よりの約２倍

となっています。 

 

問９-(4)  問 9-(3) で「転職を考えている」と答えた方にお聞きします。現在転職を考えている

理由は何ですか。（複数回答可)  （ｎ＝168）（ｎ＝7） 

 

転職を考

えている

33.60%

転職は考えて

いない

65.60%

無回答

0.80%

就業している母子家庭の母の

転職の意思の有無 転職を考え

ている

16.28%

転職は考えて

いない

83.72%

就業している父子家庭の父の

転職の意思の有無

42.86%

45.83%

11.31%

8.33%

8.33%

16.07%

11.90%

8.93%

14.88%

57.14%

42.86%

28.57%

14.29%

0.00%

14.29%

14.29%

0.00%

42.86%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事の内容の割に給料が安いため

現在はアルバイト・パート等の非正規雇用なので、

正規雇用になり収入を上げたいため

勤務時間が短く充分な収入につながらないため、

フルタイムで働いて収入を上げたいため

勤務時間帯が、土日又は深夜・早朝勤務等であ

り、通常の時間帯の勤務に変えたいため

残業が多く実質的な勤務時間が長いため

資格を活かし、より条件の良い仕事に就きたいた

め

仕事の内容が自分に合っていないと感じているた

め

職場での人間関係がうまくいっていないため

その他

転職を考えている理由

母子家庭

父子家庭
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転職を考えている理由としては、収入アップをあげる方の割合が、母子家庭の母、父子家庭の父

とも高くなっています。 

 

 

問 10 問９-(1) で「仕事をしている」と答えた方にお聞きします。昨年 1年間で、あなたがお仕

事によって得た収入はいくらですか。（児童扶養手当等の給付された金額は除き、税金等の控除

前の金額でお答えください）（ｎ＝500）（ｎ＝44） 

 

 

 

母子家庭の母で一番多い就労収入は、「100～200万円未満」の層であり、父子家庭では「200～300

万円未満」の層であることや、400万円以上の比較的高い収入を得ている割合が父子家庭の父の方が

多いことから、母子家庭の母の就労収入は父子家庭の父に比べて低いことがこのニーズ調査の結果

にも現れています。 

 

 

 

 

  

100万円

未満

15.80%

100~200

万円未満

39.00%

200~300

万円未満

28.00%

300~400

万円未満

10.40%

400万円以上

4.80%
無回答

2.00%

母子家庭の親の就労収入状況

100万円

未満

20.45%

100~200

万円未満

15.91%200~300

万円未満

25.00%

300~400

万円未満

18.18%

400万円以上

18.18%

無回答

2.27%

父子家庭の親の就労収入状況
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問 11-(1)  あなたが取得している資格は何ですか。（複数回答可）（ｎ＝550）（ｎ＝48） 

 

 

 

取得している資格の割合は、母子家庭の母、父子家庭の父とも普通自動車免許が圧倒的に高くな

っています。 

また、母子家庭の母は介護福祉士やホームヘルパー等の介護関係の資格や、ＩＴ技術関係や簿記

の資格を持っている方も一定割合います。 

父子家庭の父は、大型自動車免許、第二種自動車免許を持っている方の割合が高くなっています。 

 

5.82%

10.91%

6.00%

13.09%

1.64%

4.55%

3.64%

0.91%

2.55%

4.18%

2.73%

0.18%

0.18%

63.09%

1.45%

2.00%

0.00%

7.82%

14.00%

15.64%

0.00%

2.08%

2.08%

8.33%

2.08%

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

2.08%

0.00%

0.00%

0.00%

81.25%

18.75%

8.33%

0.00%

0.00%

16.67%

4.17%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

介護福祉士

ホームヘルパー等

ＩＴ技術・パソコン関係

簿記

教員

保育士

看護師

准看護師

理・美容師

調理師

栄養士

理学療法士

作業療法士

普通自動車免許

大型自動車免許

第二種自動車免許

行政書士

医療事務

その他

無し又は無回答

ひとり親の取得資格

母子家庭

父子家庭



- 52 - 

 

問 11-(2)  あなたが、今後取得したい資格は何ですか。（複数回答可）（ｎ＝550）（ｎ＝48） 

 

 

 

今度取得したい資格の割合として、介護福祉士等の介護関係やＩＴ技術関係が、母子家庭の母、

父子家庭の父ともに割合は高くなっています。また、母子家庭の母では医療事務が、父子家庭の父

では大型自動車免許及び第二種自動車免許の割合が高くなっています。 

ただし、今後取得したい資格が無い（又は無回答）の方が、母子家庭の母及び父子家庭の父とも

に一番多くなっています。 

 

7.82%

4.55%

11.45%

6.55%

0.36%

3.27%

4.91%

2.00%

1.27%

2.36%

3.45%

1.64%

1.45%

2.73%

2.91%

1.82%

2.73%

11.45%

11.82%

43.09%

12.50%

6.25%

6.25%

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

2.08%

16.67%

6.25%

0.00%

0.00%

12.50%

54.17%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

介護福祉士

ホームヘルパー等

ＩＴ技術・パソコン関

係

簿記

教員

保育士

看護師

准看護師

理・美容師

調理師

栄養士

理学療法士

作業療法士

普通自動車免許

大型自動車免許

第二種自動車免許

行政書士

医療事務

その他

無し又は無回答

ひとり親の取得希望資格

母子家庭

父子家庭
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問 12 お子さんのうち２０歳未満の児童であなたが扶養をしているお子さんは何人いますか。その

お子さんの就学等別にお答えください。（ｎ＝829）（ｎ＝77） 

 

 

父子家庭では、高校生の子どもの人数割合が母子家庭と比較して高く、母子家庭では、小学校入

学前の子どもの人数割合が父子家庭と比較して高くなっています。 

 

  

17.49%

15.80%

17.85%

20.99%

22.32%

1.09%

1.45%

1.09%

0.72%

0.48%

0.72%

7.79%

11.69%

18.18%

19.48%

37.66%

1.30%

2.60%

0.00%

0.00%

0.00%

1.30%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

小学校入学前

小学生（低学年）

小学生（高学年）

中学生

高校生

高等専門学校生

短大・大学生

専修学校・各種学校

仕事をしているが親の扶養になっている

無職（浪人を含む）

その他

ひとり親家庭における児童の就学等別人数割合

母子家庭

父子家庭
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問 13 小学校入学前のお子さんがいる方にお聞きします。普段保育は誰（どちら) が行っています

か。（複数回答可)  （ｎ＝132）（ｎ＝5） 

 

 

多くのひとり親が、保育所を利用しながら、自分でも保育していることが分かります。 

 

※この設問は複数回答可となっていますので、例えば自分で保育を行っている方が全て、保育所に入れていない

ということではありません。 

 

  

41.67%

17.42%

1.52%

70.45%

9.09%

0.00%

0.00%

1.52%

0.76%

80.00%

0.00%

0.00%

60.00%

20.00%

0.00%

0.00%

0.00%

20.00%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分で

家族

親類

保育所

幼稚園

保育ママ

ベビー…

その他

無回答

ひとり親家庭における小学校入学前の

子どもの保育の状況

母子家庭

父子家庭
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問 14 小学生から高校生までのお子さんがいる方にお聞きします。お子さんの学習関係についてど

のようにお考えですか。（複数回答可)  （ｎ＝455）（ｎ＝45） 

 

 

母子家庭、父子家庭ともに子どもの成績や学習環境の改善を望んでいる割合が高くなっています。 

 

 

問 15 離婚により、ひとり親になった方にお聞きします。養育費の取得状況はどうですか。 

（ｎ＝492）（ｎ＝43） 

 

 

24.84%

45.71%

20.66%

36.48%

32.75%

5.49%

3.52%

26.67%

48.89%

28.89%

37.78%

31.11%

2.22%

6.67%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

成績や学習態度等から、特に現状のままで問題な

いと考えている

進学や将来のことを考えると、今以上の成績を望ん

でいる

全く又はほとんど勉強しないので、何とかしたいと

思っている

塾へ行かせたいが、経済的理由でそれができない

でいる

子どもの勉強を自分で見てあげたいと思っている

が、時間的余裕がなくそれができないでいる

その他

無回答

子どもの学習状況に関する考え

母子家庭

父子家庭

取り決めのとお

りもらっている

29.67%

取り決めは

行っていない

が、任意にも

らっている

1.83%

取り決めはしたが、全くもらっ

ていない又は取り決めた額よ

りも少ない額のみもらっている

28.46%

取り決め自体を

行っておらず、全

くもらっていない

31.91%

その他

6.10%
無回答

2.03%

母子家庭における養育費の取得状

況

取り決めのとおり

もらっている

6.98%

取り決めは行って

いないが、任意に

もらっている

2.33%

取り決めはした

が、全くもらっ

ていない又は

取り決めた額

よりも少ない額

のみもらってい

る

4.65%

取り決め自体を行っておらず、

全くもらっていない

62.79%

その他

13.95%

無回答

9.30%

父子家庭における養育費の取得状況
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母子家庭の母では、「取り決めをしたが全く又は取り決めた額よりも少ない額のみもらっている」

場合と、「取り決め自体を行っていない」を合わせると 60.37％であり、「取り決めのとおりもらって

いる」場合と「取り決めは行っていないが、任意にもらっている」場合を合わせた 31.5％の約２倍

であり、養育費の取得状況は低い状況です。 

一方、父子家庭の父では、「取り決め自体を行っておらず、全くもらっていない」の割合が約 62.79%

となっており、父親の方が母親よりも収入が多いことから、このような状況になっているものと思

われます。  

 

問 16 離婚により、ひとり親になった方にお聞きします。面会交流の実施状況はどうですか。 

（ｎ＝492）（ｎ＝43） 

 

 

 

母子家庭、父子家庭ともに「取り決めを行っておらず、全く実施していない」が最多となってい

ます。また、「取り決めは行っていないが定期的に実施している」割合は父子家庭が母子家庭の２倍

となっています。 

 

  

取り決めのとお

り実施している

12.60% 取り決めは行っ

ていないが、定

期的に実施して

いる

14.63%

取り決めはしたも

のの、全く実施して

いない又は不定期

にしか実施してい

ない

20.33%

取り決めを行って

おらず、全く実施

していない

38.01%

その他

12.40%

無回答

2.03%

母子家庭の面会交流の実施状況

取り決めのと

おり実施して

いる

13.95%

取り決めは行っ

ていないが、定期

的に実施している

30.23%

取り決めはしたものの、全く

実施していない又は不定期

にしか実施していない

6.98%

取り決めを行っ

ておらず、全く実

施していない

34.88%

その他

9.30%

無回答

4.65%

父子家庭の面会交流の実施状況
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問 17 こども食堂の利用状況及び利用希望については、どうでしょうか。（ｎ＝550）（ｎ＝48） 

 

 

 

母子家庭、父子家庭ともに「特に利用の希望はない」が半数となっています。また、近くにあれ

ば利用したいという割合が約３割であり、こども食堂のある地域が限定されていることが推測され

ます。更に、その他の回答では「こども食堂を知らない」との記述が多数あり、認知度が高くない

ものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

  

現在、定期的に利

用している

0.73%
現在、利用していな

いが、強く利用したい

と思っている

1.45%

現在、利用

していない

が、近くに

あれば利用

したい

34.00%

特に利用の

希望はない

50.55%

その他

7.27%

無回答

6.00%

母子家庭のこども食堂の利用状況

現在、定期

的に利用し

ている

0.00%

現在、利用して

いないが、強く

利用したいと

思っている

4.17%

現在、利

用してい

ないが、

近くにあ

れば利用

したい

27.08%

特に利用の

希望はない

50.00%

その他

6.25%

無回答

12.50%

父子家庭のこども食堂の利用状況
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問 18 仕事と子育てを両立させる等に当たっての悩みごと、不安に思っていることで当てはまるも

のを全てお答えください。（差し迫ったものでなく、漠然と感じていることでも構いません) 

                                                            （ｎ＝550）（ｎ＝48）  

 

 

 

母子家庭では、「経済的困窮」の割合が 55.64％で一番高く、次に「自分が病気になった時の子ど

もの面倒」「子どもの学習関係」の順で続いています。 

父子家庭では、「自分が病気になった時の子どもの面倒」の割合が 56.25％で一番高く、次に「子

どもの学習関係」、「経済的困窮」の順で続いています。 

母子家庭の母、父子家庭の父とも、子どもの面倒、経済面、健康面、子どもの学習関係やしつけ

等について高い割合となっています。 

42.18%

18.55%

53.09%

24.55%

1.82%

55.64%

29.82%

47.64%

27.09%

17.45%

8.91%

32.00%

12.91%

40.73%

40.18%

14.73%

14.91%

6.18%

4.18%

27.08%

6.25%

56.25%

33.33%

18.75%

43.75%

22.92%

45.83%

33.33%

16.67%

10.42%

33.33%

29.17%

37.50%

35.42%

18.75%

10.42%

2.08%

10.42%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就職や転職又は現在の仕事の待遇改善等について

育児疲れについて

自分が病気になった時の子どもの面倒について

自分が仕事をしている時間帯における子どもの面倒につ

いて

不慣れな育児や家事を行わなければならないことについ

て

経済的困窮について

養育費の確保について

子どもの学習関係について

子どものしつけについて

子どもの非行・問題行動への対応について

子どもと別居親との面会について

子どもが独立した後の自分の将来について

自分の再婚関係について

子どもの健康について（精神面も含む)

自分の健康について（精神面も含む)

相談相手がいない又は少ないことについて（孤立感）

ひとり親家庭に対する周囲の無理解又は偏見について

その他

無し又は無回答

ひとり親家庭の悩み

母子家庭（全県）

父子家庭（全県）
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問 19 あなたが現在、行政に希望する施策をお答えください。(複数回答可) （ｎ＝550）（ｎ＝48） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資金の貸付事業は、父子家庭が最も希望し、母子家庭が２番目に希望する施策となりました。ま

た、母子家庭が希望する施策として最も高いのは子どもの学習支援事業となりました。 

また、子どもの一時的な預かり援助や生活援助を希望する割合が、父子家庭を中心に高くなって

います。 

 

32.73%

20.36%

17.82%

14.00%

18.00%

20.91%

51.64%

17.64%

4.36%

7.45%

26.73%

12.18%

21.09%

30.00%

14.55%

46.91%

15.27%

9.64%

4.91%

37.50%

41.67%

27.08%

6.25%

12.50%

16.67%

29.17%

12.50%

6.25%

18.75%

16.67%

12.50%

14.58%

18.75%

8.33%

54.17%

12.50%

2.08%

10.42%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

お子さんの面倒を見ることが一時的に困難になった場合

に、お子さんを預かって世話をする事業

家事援助（買物、食事の世話等) を行う事業

特にひとり親になった直後から生活が安定するまでに直

面する諸問題に対し、相談支援や関係する講習会等を…

保育所への優先的入所への配慮

時間外保育や延長保育の拡充

病児・病後児保育事業

子どもの学力向上のための学習支援事業

学童保育（「放課後児童クラブ」等) の充実及びひとり親

家庭の優先的利用への配慮

離婚後に別れて暮らしている親と子どもとの面会を行う

際、第三者が入って支援する事業

ひとり親家庭という同じ境遇の人達が定期的に集まって

悩みを相談する等の場を設ける事業

公営住宅への優先的入居への配慮

ハローワーク等の職業紹介所において、担当制により就

職に至るまできめ細かく支援し、経済的自立につなげ…

各種資格取得のための教育訓練講座に参加した場合の

費用の助成事業

国家資格等の取得を容易にするため、通学期間に対して

給付金を支給する事業

養育費に関する情報提供並びに、養育費の取り決めや支

払ってもらうための相談・調整等を行う支援事業

お子さんの進学等でお金が必要とする場合に対して、一

般の金融機関より有利な条件で貸付けを行う事業

各種支援策を漏れなくお知らせできるよう、広報誌やホー

ムページ等を通じて広報を充実する

その他

無し又は無回答

ひとり親家庭の希望施策

母子家庭（全県）

父子家庭（全県）


